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　　はじめに

　筆者は先に『日独二言語対訳辞書総覧　序』（「経済研究」第133号）に

おいて，幕末から明治初年にかけての日本におけるドイツ語学習の歩みと

辞典編纂の試みの跡を辿った。続いて『日独二言語対訳辞書総覧　總目録

Ｉ～Ⅲ』（「経済研究」第134～136号）では，平成の今日まで辞典の体裁

で刊行された各種の日独・独日対訳書のリストを掲げた。本稿では，この

リストに掲げた辞典を個別に取り上げ，その具体的な内容を調査し判明し

た限りを詳述したい。掲載の順序は，原則として辞典の種類に関係なく初

版の刊行年に従うが，記述の次第等で年代順にならない場合もあることを

予め断っておきたい。書名には（　）の中に『日独二言語対訳辞書総覧

總目録』の番号を付し，必要に応じて『総目録』の記述を再引用すること

にした。

　　１　獨逸熟語集　全（Ｃ －101）

　　大熊春吉著　明治五年壬申七月　擴堂発兌　22,7×15,7cm　左和綴

　じ　黄色表　和紙87枚　本文78　略語表79～86　脉名各種87　木版

　刷り　草書体　ドイツ文字（図１）

　著者大熊春吉は，天保十一年（一八四〇）三月七日加賀藩士の家に生ま

れ，最初オランダ医学を学び医官として勤務，さらに大阪理学校で英学・

理化学を修めたのち，明治四年（一八七一）五月上京して司馬凌海のドイ

ツ語塾春風社に入塾してドイツ語を学び始めた。しかし，その二か月後に
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はもう同社の助教授としてドイツ語を教える上達ぶりであった。そして明

治五年（一八七二）二月に独立して本郷元町にドイツ学塾壬申義塾を開設

して自ら塾長となった人物である。彼については上村直己著『明治期ドイ

ツ語学者の研究』（多賀出版　2001年）所載の「第２章　大熊春吉と壬申

義塾」（31～56頁）に詳しい評伝がある。

　『獨逸熟語集』の大きさについては，『明治期ドイツ語学者の研究』では

22×18cm, また宮永　孝著『日独文化人物交流史　ドイツ語事始め』（三

修社　1993年）では25×15,5cmとなっている。しかし筆者が国会図書

館にある現物の表紙について実測した結果は上記のようであった。

　売価については書自体には記されていないが，『明治七年第四月刊行

戊辰以来新刻書目便覧　全　東京書肆　梅巖堂萬青堂合梓』（明治六年発

酉十一月官許　大田勘右衛門編輯）の一三六真に「獨逸熟語集　大熊春吉

宮口裕平　七十五銭」と記されている。宮口裕平については不詳である。

　筆で楷書体で書かれた序文は次のようである。（図２－３）

　余頃来カヲ獨逸學ニ檀ニス然氏猶倭譯ノ書ニ乏ク稍蘭英等ノ辞書ニ照

　對スル耳捜字ノ勞實ニ為不尠其熟字成辞ニ至テハ其勞不啻往々不免

　隔樺之憾是以繙帙ノ際毎ニ之ヲ師ニ質シ之ヲ書ニ徴シ竟ニ一小冊子ヲ

　成シ以テ遺忘ニ供ス今又之ヲ刪正増補シ名テ獨逸熟語集ト云以テ社友

　捜字ノ一助ト為サントス又其謄寫ノ勞ヲ省カン為メニ窃ニ之ヲ梓ニ災

　シ以テ我社ノ蔵版トス昭ニ之ヲ世ニ公ニシ敢テ麻姑爪ヲ期センヤ世若

　シ余ト其憾ヲ同ク有スル者一見ノ餘之ヲシテ癢處快爬ノ具ト成ルヲ得

　セシメハ其幸何ソ此書ニ止ランヤ

　　　　明治五年壬申七月

　これによると，『獨逸熟語集』に先行する小冊子が，書物の体裁にて刊

行されたかどうかは別として，あったことが窺える。

　本文Ａの一頁と二頁を，ペンまたは筆書きされた草書体のドイツ文字

を活字で再現して書き写すと，以下のようである。（図４）
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　以上のように，見出し語は品詞に関係なくすべて頭字を大文字とし，見

出し語自体の訳語は掲げていない。見出し語にも用例にも一例ごとにピリ

オドを打っている。用例中の見出し語はーを使って再記せず，変化語尾

が付く場合も同様である。　ドイツ語は横書きでも訳語は和風に縦書き。こ

れらの訳語が必ずしも正確とは言えず，誤訳もあることは，田中梅吉氏も

その著『総合詳説日獨言語文化交流史大年表』（三修社　1968年）で指摘

している。この田中氏の書の508頁から引用すると

　　序文によると，独蘭または独英の辞書でドイツ語を学ぶ学生の不便

　を救うために，師に正しながら本著を成したとある。きわめて少数の

　熟語を採り上げて，それに義訳を付けたもので，内容としては貧しい

　ものではあるが，この種の著業の先駆としての意義は認められてよい。

　綴り字の花文字であるべきところの小文字書きのところが所々目に着

　く。誤訳は当時の語学書としてはむしろ少ないといえる。

　　次に誤訳の数例を引いてみる（括弧内の訳は筆者付記）

　　。miteinander abwechseln, 互二助クル“（交代する）

　　。in Anregung bringen, 書キ著ス“（提供する）

　　。einen Anschlag auf etwas machen, 同意スル。一致スル“（見当を

　　つける，何々を狙う）

　　。gegen etwas eifem, 告知ラセル“（躍起となる）

　　。von Sinnen kommen, 己レノ才智ヨリ生スル“（気が狂う）

　　。die schonen Wissenschaften 禮法學“（文芸）

　田中氏の指摘自体は当を得ているが，（　）に注記された氏の訳は必ず

しも正しいとは言えない。例えば, in Anregung bringenは，堅苦しい官

庁語体として現今ではもはやたいていの独和辞書には載っていない言い回

しであるが，「提案する」，もしくはetwas beijm wieder in Anregung brin-

genならば「人に思い出させる」の意味である。この句は高　良二　寺田
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勇吉譯『獨英和三對字彙大全』（共同館　明治二十年）でも「to make men-

tion of, avert to, 思ヒ出ス，言ヒ出ス」としている。また, gegen etwas

eifemは「やっきになって反対する」で，同じく『獨英和三對字彙大全』

に「to declaim against,denounce　熱心ニ抗論スル」とあるのが正しい。

　本文は１頁を横24段に仕切り，だいたい一仕切りに１語句とその訳語

が収まっている。見出し語ごとに１段を使用しているから，１頁あたり15

～20の熟語で，全体として約1,500の熟語を収めている。本文に続いて

七十九頁から始まる略語表の最初の頁は以下の通りである。（図5）
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Bbrr.はBruder,またBco., Bo.はBanco,あるいはBancozettelであろう。

　八十七頁から始まる脉名各種は医学徒を念頭においての作成と思われる

(図６)。先に記したように大熊春吉自身医術の心得があった。

　後年大熊春吉の塾弟子伴　治は本書を基に，師の監修を受けて『獨逸語

他國読完全熟語集』（明治二十九年五月　春光堂）を著わすが，本書は日

本における「独和熟語辞典」の魁となったと言えよう。

　　　　　　　　　　　　　　－７－



一８－



－９－



－10－



　　2　1S袖珍字書（Ａ－1）

　小田篠次郎　藤井三郎　櫻井勇作編　東京學半社蔵　明治五年八月

　わが国における独和辞典の嚆矢とされている辞書である。この辞書につ

いては，石本岩根著「明治年間に於ける獨和及び和獨辭書に就て（ー）」（『愛

書　第一輯　昭和八年六月　臺灣愛書會』）の一四四～一四八百を初め，

鈴木重貞著『ドイツ語の伝来』（昭和50年　㈱教育出版センター）の87

～91頁，田中梅吉著『総合詳説　日獨言語文化交流史大年表』の522～523

頁，宮永　孝著『日独文化人物交流史』の215～216頁他でも紹介・論述

されている。特に鈴木重貞氏は上記の書ばかりでなく，三修社の復刻本

（1981年）に添えた別冊の解説書でもこの辞書について詳述している。

　『孛和袖珍字書』は，後で取り上げる『和譯獨逸辭典』『獨和字典』『和

譯獨逸辭書』とセットで1981年三修社が復刻本を出版したが，筆者自身

が数年前当時まだ神田に店舗のあった辞書専門の古書店進省堂で見つけて

成城大学図書館に納入させた現物によって記述をすすめる。荒木幸太郎編

『大正十四年九月　感孚7入に古書展覧會目録　於大阪毎日新聞社』（蟹行學

社）の五八頁に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪岡田伊三次郎氏藏

　　孛和袖珍辭書　一冊　　明治五年（西一八七二）東京學半社刊

　　　S.oda, S.TudjiSakuraiの一八七二年の序あり。本書は英人ウエール氏の

　　　獨英辭典より引用せるものにして獨逸人フハーレル氏の一閲を經て刊行

　　　せしといふ。

とある。袖珍字書でなく袖珍辭書，また編者名も, Odaをoda, Fudjiを

Tudjiとしている。「英人ウエール氏の獨英辭典」は不明だが，「獨逸人フ

ハーレル氏」は，東京本所の獨逸學舎蜜傳習所のドイツ語教師ファーレル

と思われる。なお同目録の五六頁に

　　獨和字類　一冊　明治四年（西千八百七十一）京都　南商社刊
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　　　Deutsche Bocabelnmitjapanischen

が挙げられている。この書について記した文献が他に見当たらないので詳

細は不明であるが，これも辞書の範疇に入ることのできるものであろうか。

また，東京外國語學校編『維新前後外國語圖書目録』（昭和五年十一月）

の二九頁にも

　　（三）　獨逸語

　　　　ａ　字典

　孛和袖珍字書（東京版）一冊　學半社蔵版　明治五（一八七二）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京　勝俣銓吉郎氏蔵

　　同　　　書　　　　一冊　　　　　　　長崎　武藤長藏氏蔵

　袖珍孛語譯嚢　　　　一冊　出藍社蔵本　新塾活版　明治五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京　勝俣銓吉郎氏蔵

　　同　　　書　　　　一冊　　　　　　　長崎　武薩長藏氏蔵

と記載されているように，「孛和袖珍字書」は早くから稀覯本とされてき

たものである。

　外形からいえば，洋装，厚紙を重ねた赤茶色の表紙は厚さが７ｍｍも

ある堅牢なもので, 17,0×12,0cm, 濃緑の背皮に金文字，ドイツ字体

(Fraktur)でDeutsch Japanesisches/Taschen=/ worterbuch/Tokei Gaku-

hanschaと記されている。japanesischはjapanischのことであるが，誤り

というのではなく，当時はそう言っていた可能性もある。因みに辞書本文

見出し語にはJapanもJapanisch,Japanesischもない。また当時東京は「ト

ウケイ」と呼ばれていたことがわかる。石本岩根氏の記述の中に「今は亡

き祖父が常にTokeiと云ってゐた處から見て常時はかく讀んでゐたもの

であらうと想像せられる」とある。表紙を含めた辞書の厚さは7,９cm,

中味の紙型は16,4×11,3cmで，扉は左真に

　　明治壬申仲秋新鐫　jJI袖珍字書　東京學半社蔵

　右頁にドイツ語の書名
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と所謂亀の甲文字で記されている。 Ju. SakuraiはIu. Sakuraiとも読める。

明治壬申は『獨逸熟語集』で見たように明治五年，仲秋とは陰暦八月のこ

とである。（図7－8）

　書名の「孛和」の孛は，プロイセンを表す宛字からきている。『宛字外

来語辞典』（宛字外来語辞典編集委員会編　柏書房　1991年新装版）によ

ると，プロシヤ，プロシアないしプロイセンは孛漏生，孛魯士，孛魯西，

孛露西，また普漏西，普爾西，普魯士，普魯西，普魯斯，普魯社，普爾生

などと書かれ，孛，または普と略される。他に布魯斯とも書かれた。明治

五年即ち1872年の前年1871年には，既にドイツ帝国は発足していたが，

幕末から明治初年の日本人の意識ではまだドイツ連邦の盟主的地位にあっ

たプロイセンをドイツと混同ないし同一視していた。『日独二言語対訳辞

書総覧　序』で見たように,この辞書に先立って出版された単語集にも『普

語箋』（中村雄吉譯　東京書林　萬笈閣梓　明治四年），『普英通語對譯』

（中村雄吉著　明治五年）があった。

　「袖珍」は，本来は袖の中に入れて持って歩けるほど小型の意味である。

堀達之助か幕府の命を受けて編纂し，開成所が一八六二年（文久二年）十

二月江戸で出版した我が国最初の英和辞典である『英和對譯袖珍辭書』が，

原書となったＡ New Pocket Dictionary of the English-Dutch and Dutch-

English Languages/2"''Edition,Revised and Enlarged By Ａ. B. Maatjes/

1857のPocketを「袖珍」と訳して書名にしたのが始まりで，明治初年の

外国語に限らず多くの辞書の題名に「掌中」と共に好んで付けられるよう

になった。『孛和袖珍字書』にしても，かなりの大きさと容量であるから。

　　　　　　　　　　　　　　　－13－

Deutsch-Japanesisches/ Taschenworterbuch/ zum Gebrauche/ Der

deutsch lemenden japanesischen/ Jugend wie der, der japane-

sischen/ Schrift und Sprache/ Kundigen./ verfaBt von/ S. Oda, S.

Fudjii, Ju. Sakurai./ Tokei/ Gedruckt/ in der Kurata Buchdruckerei,

im 5 ten jahre Meidji. / 1872



これは机上版に対して携帯用というほどの意味をこめて用いたのであろう。

　扉に書かれている編者のS. Oda, S. Fudjii,Ju. Sakurai.と，印刷所の

Kurata Buchdruckereiについては，鈴木重貞氏によれば，

　　…蔵田印刷所とは，幕未明初に英学書を出版した蔵田屋清右衛門の

　ことであろう。上記堀達之助編「英和対訳袖珍辞書」を開成所で刊行

　した後，第三版を木版にして慶応三年刊行したのが，開成所御出入り

　の蔵田屋清右衛門であった。また慶応二年の開成所版「英吉利単語

　篇」を明治三年に再版したのも蔵田屋である。のち平文の辞書の日本

　訳のローマ綴りを仮名に改め，文部省の片仮名の活字を借りて，明治

　四年「浅解英和辞林」を出している。かくの如く再版専門であった蔵

　田屋は，独和辞書によって初版を出したわけであろう。　ドイツ文字の

　活字は，オランダ政府献上のものを文部省から借用したのではないか

　と想像されるのであるが，印刷は今日から見ても美しい。

　　編者は筆頭にS. Odaとある。これは慶応二年六月十五日改の開成

　所人名録中にある独逸学世話心得，小田篠次郎である。 S. Fudji。Iu.

　Sakuraiは，明治七年の「新刻書目便覧」に此書の編者とある藤井三

　郎　桜井勇作であろう。（『ドイツ語の伝来』89～90頁）

ということである。これは田中梅吉氏が

　　本書の編者の名は，ただドイツ語で表わされた標題の方にだけ示さ

　れている．S. Oda, S. Fudjii,Iu. Sakuraiの３人であるが，その中の

　S.０ｄａは開成所人名録に「獨逸學世話心得　小田篠次郎」とあるの

　がそれに当たるか。「日獨文化展覧會出品目録」の解説もそれに従っ

　ている．S. Fudjii,は藤井三郎,Iu. Sakuraiは櫻井勇作であろう（入

　澤達古筆「雲荘随筆」による）

と書いているのと合致する。しかし蔵田屋と学半社の関係はここではなお

不明である。なお入澤達吉著『雲荘随筆』（後述）には，筆者の見た限り

では，辞書の編者についての記述は見当たらなかった。
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　さらに鈴木氏は，「これより三十年前，天保十一，十二年にかけ，江戸

の天文方見習渋川六蔵敬直が，「英文鑑」上下二冊の写本を幕府に献上し

た。英文典を蘭訳から重訳したものであるが，訳者渋川敬直の横に藤井質

訂補とあるこの藤井は加賀藩医藤井方亭の子で三郎と名乗った。この独和

辞書の原典についての記載がないが，編者の藤井三郎が同一人とすれば，

独蘭又は独英辞書からの翻訳に当ったことも想像される」とも書いている

（『復刻版「孛和袖珍字書」「和訳独逸辞典」「独和字典」「和独対訳字林」

付録』　三修社　昭和56年　６頁）。

　扉に続いて編者３名連名のドイツ文のVorwortが２頁ある。（図9－

10）

Vorwort

Durch die vielfachen Klagen iiber den ganzlichen Mangel eines

≫deutsch=japanesischen Worterbuches" angeregt, haben wir versucht,

ein solches zu verfaBen.

In wie weit uns dieses gelungen, uberlassen wir der glitigen ofentli-

chen Beurtheilung.

Wer auch nur einige KenntniB von der Schwierigkeit eines solchen

Unternehmens hat, dem wird einleuchten, daB fur uns sich, die wir

selbst der deutschen Sprache, der reichsten und feinst ausgebildeten

von Allen, noch keineswegs hinreichend machtig sind, fast unuber-

steigbare HinderniBe thurmten, die selbst bei dem besten Willen und

alien darauf gewendeten FleiBe, gar manche Liicke fiihlbar machen

werden.

Wir sehen uns daher zur ergebensten Bitte gezwungen, dieses Werk

mit nicht wissenschaftlich kritischen Auge beleuchten, sondern viel-

mehr nur unsern guten Willen in Betracht ziehen zu wollen.

Bedenkt man ferner, daB der Schriftsetzer der deutschen Sprache
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ganzlich nukundig ist, so wird man sicher gerne die sich eingesch-

lichenen Druckfehler mit giitigen Auge Ubergehen.

Und nun hinaus damit in das offentliche Leben! Wollte eine zweite

Auflage ErforderniB werden, so werden wir all uns're Krafte auf Ver-

besserung wenden, und das Buch durch Beifugung der japanesischen

Schrift mit romischen Buchstaben bereichern, wir werden daher mit

groBem Danke alle Belehrungen in dieser Beziehung hinnehmen.

Hochachtungsvollest zeichnen August 1872.

ergebenst

S. Oda, S. Fudjii, Ju. Sakurai.

－16－

日本人の手になる，文法的な誤りの少ない独作文の典型と思われるような

堅いドイツ文である。nukundigはunkundigの誤植, mit gutigen Auge

はmit gutigen Augenの誤りのほか，方々にＢの使い方の間違いが見ら

れる。しかし編者が序文をドイツ語で書いた心意気に敬意を表せずにはお

れない。

　Vorwortに続いて「Erklarung der Abkiirzungen.畧語之表」が３頁あ

る。（図11）



といった具合で，先にラテン字体で英語を挙げ，次いでFrakturでドイツ

語を挙げている。これは，典拠としたのが英独辞典であったことを物語る

のではないか。上述の鈴木氏の「独蘭又は独英辞書からの翻訳」ではない

かとの想像や，荒木幸太郎編『文化移入に關する古書展覧會出品目録』の

但し書きが想い起こされよう。例えば「V. def. = verb defective,unvoll-

standiges Zeitwort..不充分動辭」があるが，これは英語の概念で，ドイ

ツ語には該当する動詞はない。助動詞のdiirfen, konnen, miissen, sollen,

wollenなどはV. n.即ち自動辭とされている。 cant.については誤りも

見られる。

　本文は1～1339頁。１段組で，１頁23行，１行に見出し語と訳語が収ま

っていることが多い（図12）。見出し語はFrakturで品詞に関係なく頭字

が大文字。頭字のÅ, o, uはAe, Oe, Ueとなっている。従って「Ad-

vokaturクジヲサバクヤク捌公事役」の次に「Aebtissinアマデラノカシ

ラ尼寺頭」が配置される。ｉとｊの大文字はFrakturであるから同じ文字

である。見出し語に続いてラテン字体で「畧語之表」に従い品詞を示し，

訳語は漢字とカタカナ。まずカタカナで示した訳語の名詞部分を漢字（カ

タカナよりやや大きめの活字）で記して日本語に多い同音異義の蔽を避け

ようとしている。他に発音や格変化，人称変化，複数などの記載はない。

見出し語と同綴はーで表し，少数ながら慣用句も挙がっている。以下に

数例を挙げる。

　　Kiefer, f.―, m.　　アゴ　顋。マツ　松

　　　　　　　　　　　　　　　－17－



　見出し語数について，田中梅吉氏は「2万に近い」,鈴木氏は「一頁十五

語と見ても二万語はあるであろう」と推定しているが，筆者の見るところ

ではもう少し多く，一頁あたり17から18語，全体で２万４千語はある

と思う。

　本文に続いて「Tabelle der unregelmaBigen Zeitworter. 不規則動辭之

表」が13頁（1341～1353），さらに「VerzeichniB des Druckfehlers.」10

頁，誤植重訂３頁あって，奥付には（図16）

　　東京書肆　日本橋元四日市長岡屋新助

　　　　　　　神田柳原高水和助

　　　　　　　日本橋通十軒店鈴木喜右衛門

の名が記されている。先述の大田勘右衛門編輯『戊辰以來新刻書目便覧』

の東京府管下書物問屋姓名記に「本石町十軒店　鈴木　播磨屋喜右衛門」

（一八八頁），「神田須田町　高木　本屋和助」（一九七百），「南傳馬町一丁

目　石垣　長岡屋新助」（一九八頁）の記載がある。また販売価格につい

ては同書一三二頁に「孛和袖珍辞書　藤井三郎櫻井勇作」が挙がってい

るが，価格の欄は空白である。

　　　　　　　　　　　　　　　－18－



　｢Tabelle der unregelmaBigen Zeitworter.不規則動辭之表｣には, Backen

からZwingenまで，204(この中でKneifen Oder Kneipen, Wagen Oder

Wiegenは同一欄)の動詞が扱われている。数が多いのはertrinkenやver-

bleibenのような複合動詞も含めているからである。動詞には意味は記さ

れていない。その第１頁は以下のようである。

　以下に続く誤植訂正の頁「VerzeichniB des Druckfehlers.」は，奥付に版

について記載がないので，初版から付いていたのかどうかは不明である。

と続くが，その大半は,Frakturではよく似ていて紛らわしい小文字のｂ

とd,fとｓの取り違えで，序文にも断りがあるように活字工がドイツ文

　　　　　　　　　　　　　　－19－



字に不慣れな故であろう。ただ名詞以外は訂正のほうでは小文字書きとな

っている。

　「誤植重訂」には，その標題の通り，誤りでなく，補譯が記されているも

のが多いことは，以下の例でわかるであろう。（図15）

－20－



　参考のため，該当個所の記述を右側に挙げてみた。（　）の中に訂正した

正しい訳あるいは補訳が記されている。 76葉２行は，79葉２行「Armee

ヘイタイ兵隊」の誤記であろう。 80葉10行のArtikelにコンパスを補っ

たのは理解に苦しむ（因みにKompasは見出し語にない），また85葉９

行はauf　einmalと錯覚したのであろうか。 152葉11行のBauleuteは農

民の意味でも用いられるのであるが。

　本文の訳語について，今日から見て誤りと思われるものの例をいくっか

拾い出して挙げてみる。

　また，次の訳語は，日本人にとって未知のドイツ語の概念を当時の日本

語でどう捉えたかを示す例である。

－21－



－22－



しかし一方では以下のような訳語も既に行われていたのである。

　　　Gegenwart, f.　　　ゲンザイ現在。タウコン當今。タウジ當

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時。イマ。ゲンコン

　　　Wirthschaftslehre, f.ケイザイガク經濟學

　入澤達吉氏の「明治十年以後の東大醫學部回顧談」（同著『雲荘随筆』

白揚社　昭和十年一月　所収）に

　　それから獨和辭書と云ふものが其當時には三通りあった。一つは春

　風社の辭書，是は司馬凌海と云ふ人がやって居られた獨逸學の塾の出

　版であった。それから學半社の字書，是は厚い眞四角な字引で丁度枕

　に宜いから，それで「枕字引」と申して居った。其二つに比して一番

　大きいのが薩摩辭書，是は薩州で出版になったのですが，稍や大きな

　字引であった。是は一番價が高かった。此時分に學半社の字引が一番

　能く用ゐられた。滑稽なことには，早く獨逸語を多く覺えるには，字

　引を片端から暗誦するに如くはないと云ふので，まだ私は記憶して居

　ります，片端第一頁から學半社の字引の暗誦を始めたものがありまし

　た。さうして其男が人に尋ねられると，片端から字引の順序で，獨逸

　語を暗誦したことを自慢さうに，述べたてたことがありました。即ち

　Ａａ１鰻, Aalfang　鰻採ること, Aak　ライン河の底の平たき船, Aas

　腐れたる肉等等等。

とある。ここに云う「春風社の辭書」とは『和譯獨逸辭書』，また「薩摩

辭書」とは『獨和字典』のことで，両書とも『宇和袖珍字書』と時を同じ

くして出版された独和辞書で，いずれ後述するが，これらに増して學半社

の『宇和袖珍字書』が学生の間で愛用されていたようである。なお，「枕

字引」の俗称は，『宇和袖珍字書』に限らない。岩堀行宏著『英和・和英

辞典の誕生　一日欧言語文化交流史－』（図書出版社　一九九五年）によれ

ば，一八七六年開成所の堀越亀之助か，先述した堀達之助の『英和對譯袖

珍辭書』の改正増補版（第二版）を出し，好評のため翌年さらに第三版を

　　　　　　　　　　　　　　　－23－
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刊行したが，美濃紙・木版刷・本文四九九葉(215×146 mm），横長・和

綴じの木で，厚さが10 cm もあって「枕辞書」と呼ばれたという(147頁）。

同じように永嶋大典著『新版蘭和・英和辞書発達史』（株式会社ゆまに書

房　1970年）も，『英和對譯袖珍辭書』が「一般には「開成所辞書」と

して知られ，また，慶応３年（1867年）以後の版は形が少し大きくなり，

昔の木枕に似ているところから，俗に「枕辞書」とも呼ばれた」（53頁）

と書いている。また，「薩摩辞書」の呼称についても，岩堀氏は，一八六

九年に「薩摩藩の洋学生が『英和對譯袖珍辭書』の第二版の見出し語と訳

語の漢字に片かなのふり仮名をつけて『和譯英辭書』と題して発売した。

薩摩学生が編纂したということから，「薩摩辭書」と呼ばれている」（同所）

とし，永嶋氏も同様のことを記している（上掲書71頁）。「枕字引」にせ

よ「薩摩辞書」にせよ，英和辞書についての俗称が独和辞書にも流用され

たものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2002.5.15）

　　　　　　　　　　　　　　　－29－


